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１．研究背景と目的 

近年，地球温暖化による環境問題や原油価格の高

騰による省エネルギー化，また健康意識の高まりな

どにより，改めて交通手段としての「自転車」が注

目されている．盛岡市でも，マイカー利用を抑制し

つつ自転車の利用促進を図る方針の下，市街地周辺

を中心に自転車走行空間確保等の施策に取り組んで

いる．現在，依然として自動車利用への依存度が高

いが，快適な通行空間を確保することで自転車利用

への転換が図られると考える１）． 

 本研究では，盛岡市内の自転車にとって快適な道

路のネットワーク性を把握，評価し，道路整備の方

法と効率との関係を考察した． 

 

２．研究方法 

 盛岡市の中心市街地は標高の高低差が少なく，自

転車利用に向いた都市だといえるが，道路幅員が狭

い道路が多く，快適な道路ネットワークが整備され

ているとはいえない．本研究では、そういった自転

車通行が困難な道路を選定し，困難性に応じた重み

づけを行った．次に道路を整備する場合をいくつか

仮定し，到達圏とその中に住んでいる人口を算出し，

現状と整備状況でそれらを比較した．さらに，整備

した道路長に対する人口の増加数を整備効率として

算出した． 

 

２－１．自転車での通行が困難な道路の選定 

 市内で自転車での通行が困難な道路として，縦断

勾配に対して快適に登坂可能な距離を超える道路と

路肩（路側帯）の幅員が狭く快適な通行幅が確保で

きない道路を選定した． 

快適に登坂可能な距離（表－１）を超える道路と

は，上り勾配開始地点の初速を維持できる距離を超 

 

 

 

える道路のこととする２）． 

快適な通行幅が確保できない道路とは，自動車走

行速度が 40km/h の区間での路肩（路側帯）幅員が

0.9m 以下，50km/h の区間での路肩（路側帯）幅員が

1.3m 以下の道路のこととする３）． 

ただし，自転車通行可の歩道を有する道路と車の

交通量が少ない生活道路は自転車通行の快適性が高

いとみて，通行が困難な道路の選定から除外する。 

表－１ 快適に登坂可能な距離 

勾配 登坂距離 勾配 登坂距離 

i≦3% 500ｍ 6%＜i≦7%    80m 

3%＜i≦4%  200m 7%＜i≦8% 55m 

4%＜i≦5%   130m 8%＜i≦9% 45m 

5%＜i≦6%   115m 9%＜i≦10%    35m 

 

２－２．整備状況ごとのカバー人口の算出 

通行が困難だと選定した道路では自転車を降りて

4.8km/h で歩行し，選定しなかった道路は快適に自転

車に乗ることができると考え 10km/h で通行すると

し，出発点から 15分間の到達圏４）を解析した．次に，

到達圏に重なる人口データの総数をカバー人口とし

て算出した．出発点は，中心市街地周辺で自転車利

用者が多いと考えられる盛岡市役所，盛岡駅前駐輪

場，仙北町駅，大通り映画館通り交差点の４カ所を

定めた（図－１）． 

 

図－１ 出発点 
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解析ソフトは ESRI 社の ArcGIS10.1 の network 

analyst を使用し，道路地図データは ArcGIS Data 

Collection 道路網 2012 の岩手県のデータ，人口デ

ータは平成 22 年国勢調査―世界測地系（国勢調査―

世界測地系 500ｍメッシュ）を利用した． 

また快適な通行幅が確保できない道路を整備する

と仮定し，それぞれの整備状況によるカバー人口の

算出を行った．本研究では現状（整備状況１）と片

側車線幅員 5.5ｍ以上の道路を整備した場合（整備状

況２），すべての快適な通行幅が確保できない道路を

整備した場合（整備状況３），バス路線を整備した場

合（整備状況４），中心市街地から半径 100ｍ以内に

ある道路を整備した場合（整備状況５），快適な通行

幅が確保できない道路の中で、主要幹線道路を整備

した場合（整備状況６）の６パターンで比較した． 

 

３．結果 

 解析の結果，まったく整備していない場合と整備

した場合を比べると，大通り映画館通り交差点から

と盛岡駅前駐輪場からの到達圏の変化では約２万人

のカバー人口の増加がみられた．仙北町駅からと市

役所前からの到達圏の変化では約１万人のカバー人

口の増加がみられた．人口の増加数は出発点周辺に

現状で通行が困難な道路がどの程度あるかに左右さ

れると考えられる． 

図－２ 整備状況ごとのカバー人口の変化 

また，カバー人口の増加数を整備した道路長で除

した値を整備効率として算出した．値が大きいほど

整備効率が高いことを表す（表－２）． 

最も整備効率が高いのは整備状況５であり，４を

超えている．本研究では出発点を中心市街地周辺に

定めており，整備によって出発点周辺の通行な困難

な道路が著しく減少したためであると考えられる． 

 最も整備効率が低いのは整備状況３であり，２を

下回る．これは出発点周辺以外の道路もすべて整備

すると仮定したため整備した道路長が大きくなった

ことが原因と考えられる． 

表－２ 整備効率 

 整備した道
路長（ｍ） 

カバー人口の
増加数（人） 

整備効
率（－） 

整備状況１ 0 0 0 

整備状況２ 33900 64494 1.902 

整備状況３ 40105 72786 1.815 

整備状況４ 17458 57152 3.274 

整備状況５ 15122 62641 4.123 

整備状況６ 15449 59896 3.877 

 

４．まとめ 

 本研究では最も整備効率が高いのは中心市街地か

ら半径 100ｍ以内にある道路を整備した場合という

結果が得られたが，移動目的や地点などにより整備

効率が変化するため，そのつど方法を検討する必要

があると考えられる． 
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